


図 1 PTA 会費から学校に寄付が出来ない理由についての説

明．宮嶋氏ご提供．

図 2 講演のまとめ．宮嶋氏ご提供．
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日本鉄鋼協会・日本金属学会の男女共同参画委員会は，間

もなく設立から15年を迎えます．2021年の男女共同参画委

員会は，委員長を三浦永理，副委員長を戸田佳明が拝命し，

現在，15周年のミニシンポジウム開催に向けて準備を進め

ています．両学協会における2020年時の女性比率は学生会

員がそれぞれ 9と12，正員がそれぞれ 3と 5と多く

ない中，委員会主催の講演大会会期中の最終日昼休みに開催

する行事として，毎年春の「ランチョンミーティング」と，

秋の「女性会員のつどい」があります．2020年は COVID

19流行により春期大会自体が中止となり，大会史上初のオ

ンライン開催となった秋期大会では委員会の準備体制が整わ

なかったため，両行事の開催をやむを得ず見送りました．し

かし2021年春期大会では，オンライン形式ではありました

が，最終日の 3 月19日13時より，第12回男女共同参画ラン

チョンミーティングを開催することが出来ました．

金沢大学理工学域の宮嶋陽司氏を講師に迎え，「ある男性

研究者の保護者としての小学校との関わり」との演題で，コ

ロナ禍における小学校の PTA 役員としてのご経験を軸にご

講演頂きました．宮嶋氏には2017年のランチョンミーティ

ングにおいても男性研究者の立場での子育てと研究との両立

についてご講演頂いており，その後，お子様の小学校での

PTA 活動の話を伺い，是非にと再度のご登壇を依頼したと

ころ，快諾いただきました．

当日のご講演によれば，宮嶋氏は，PTA への強制入会，

一人一役，役員の平日の会議や学校行事の手伝い，紙資料の

印刷配付など，何かと非効率で負担感のある PTA 活動に疑

問を持ち，PTA の法的な位置付けと現状の学校との関係も

調べられたそうです(図)．そして，ご講演ではその結果に

加え，昨年 4 月の一斉休校を機に，集計作業が必要な通常

のベルマーク集めに加え Web ベルマークも導入した話や，

投票やアンケート調査等のオンライン化や役員のボランティ

ア制を実現されたご経験を紹介されました．慎重派も多かっ

たオンライン化実現の決定打は，一斉休校で平時は出来た学

校での会議や作業，紙ベースでの役員選挙等が出来なくな

り，オンラインに移行してみたら案外出来たし，便利だっ

た，という役員と教員の実感にあったとのことです．また，

ボランティア制移行に関しては，アンケートの電子化で会員

一人一人の意見が集められるようになり，「一人一役」への

反対意見を役員や教員が目にしたことが大きかったと分析さ

れました．講演の最後には，「保護者も PTA を避けず，子

供の通う学校を応援する一員として参加し，やりにくいとこ

ろは変えてみては」とまとめられました(図)．討論では，

参加者の PTA 体験談や，学校からの配布物のオンライン化

の事例紹介などがありました．

COVID19の世界的流行がテレワークやオンライン授業導

入の強力な駆動力となったのと同様，今回ご紹介頂いた事例

は，「変えたくても変えられない」慣習の改善に向けた宮嶋

氏はじめ PTA 役員の行動力に，奇しくもパンデミックが背

中を押した一例といえます．

さて，ここでもう一例，パンデミックがアカデミアの女性

達にもたらした影響についての記事をご紹介します．米国で

ロックダウンによる女性研究者のケア労働増加が研究活動に

影を落としていると報じた，昨年の 4 月24日付の The Lily

の記事 ``Women academics seem to be submitting fewer

papers during coronavirus. `Never seen anything like it,' says

one editor.''(1)は衝撃的でした．ある国際誌のエディターに

よれば，女性の投稿数は変わらなかったものの，男性からの
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投稿数が50以上増加したとあります．朝日新聞(2)や

Science(3)の記事で紹介された論文では，研究者のケア労働

時間の増加率は女性に不均衡に偏り，結果として女性の研究

時間が減少した(4)とあり，また，2020年 1月～6 月の医学系

雑誌の掲載論文のうち，女性の筆頭著者論文が前年比で

19減少と報告しています(5)．日本でも，男女共同参画学

協会連絡会による2020年 5 月15日～6 月13日に実施の大規

模調査(6)で，「勤務上の支障」に「家事・育児の負担増」を

女性が特に多く挙げています．一方で，早い段階でジェンダ

ーギャップを検知し改善した例として，カナダ保健研究所

(CIHR)の COVID19研究グラントの応募期間を 8 日間から

19日間に延長し，必要書類も減らしたところ，女性研究者

主導の提案数が39急増した事例(7)があります．

2020年に COVID19によって剥き出しになった，アカデ

ミアの「埋めたくても埋まらない」ジェンダーギャップ．2

年目の2021年は，「それを埋めるニューノーマルは何か」が

問われています．
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